
１ 決算

２ 中期財政収支計画（H31.３月策定時）と決算との比較（単位:百万円）

※物件費：動力費、修繕費、委託料等

※各金額を百万円未満四捨五入で表記しているため、合計額や差引額
が一致しない場合があります。
※決算について、R3からR4への繰越額も含みます。
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中期財政

収支計画 ①
決算② ②－①

下水道使用料 9,459 9,431 ▲ 28

長期前受金戻入 4,541 4,617 76

その他収入 52 105 53

一般会計繰入金 6,619 6,705 86

収入計 20,671 20,858 187

人件費 972 913 ▲ 59

物件費※ 5,420 5,829 409

減価償却費等 11,299 11,366 67

企業債利息等 2,004 1,759 ▲ 245

その他 95 172 77

支出計 19,790 20,039 249

881 819 ▲ 62
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経常損益

中期財政

収支計画 ①
決算② ②－①

企業債 8,858 7,136 ▲ 1,722

一般会計繰入金 569 569 0

国庫補助金 2,665 2,094 ▲ 571

その他 84 145 61

収入計 12,176 9,944 ▲ 2 ,232

建設改良費 11,000 8,222 ▲ 2,778

企業債償還金 10,274 10,260 ▲ 14

その他 1 1,100 1,099

支出計 21,275 19,582 ▲ 1 ,693
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令和４年度 下水道事業決算及び主な実施事業



政策１ 危機管理を強化する。

政策２ 管・施設を効率的に運用する。

３ 主な事業

〇重要な管・施設の地震対策（重要な下水道管の耐震管率 ６６.０%）
・下水道管の耐震化 ５.８億円（１.３km）、繰越 １１.２億円
高松処理区（田町稲川遮集幹線、井宮町ほか）
城北処理区（西草深町ほか） などで 管の耐震化工事を実施

〇浸水対策（浸水対策完了地区１６地区）
・雨水幹線、ポンプ場などの整備
１９.７億円（1,082m） 、繰越 １８.９億円
城北排水区 唐瀬１号雨水幹線築造工事
山原川左岸排水区 高橋雨水ポンプ場建設工事
巴川右岸第２排水区 渋川雨水１号幹線築造工事、大沢排水区 大沢雨水１号幹線築造工事

令和４年台風第15号への対応
・城北浄化センター、静清浄化センター施設内の災害復旧など ０.０５億円、繰越 ０.６億円

大沢雨水１号幹線
（シールドマシン）

〇管・施設の老朽化対策（下水道管の改築 ６.０km）
・下水道管の改築 １２.９億円（６.０km） 、繰越 ４.１億円
高松処理区（駒形通四丁目ほか）、南部処理区（真砂町ほか）、
北部処理区（秋吉町ほか）

・下水道施設の改築 ２８.９億円、繰越 ６.６億円
清開ポンプ場汚水ポンプ設備改築工事、城北浄化センター受変電設備改築工事

改築工事実施前後の
下水道管

政策３ 環境への負荷を軽減する。

〇水環境の保護・改善（水洗化率 ９１.１％）
・中島処理区（片山地区、大谷地区ほか）
・静清処理区（興津地区、飯田地区、⾧崎地区ほか）
・南部処理区（三保地区）

２７haを整備 １４.９億円 繰越６.４億円
令和４年度末 接続戸数

２６４,６２９戸（前年度比＋３,０１９戸） 下水道管布設（開削工法）

政策4 お客さまサービスを向上させる。

〇接客・窓口サービスなどの充実
・上下水道事業検針・収納等業務委託 ３.７億円
・料金支払いの利便性の向上
電子マネー支払（LINE Pay・PayPay・auPAY）による請求書払い、銀行口座からの即時引き落とし

（楽天銀行コンビニ支払サービス、PayB）４.４億円（６.１万件）※令和４年度収納実績

政策５ 信頼される経営を確立する。

〇財政の健全化
・企業債残高の適正な管理
目標どおり企業債残高を適正に管理している。

1,388億円
（目標 1,406億円）


